論文・レポートの書き方
1． まず覚悟を決める。
　　１－１．モチベーションを高めるための工夫をする。

　　１－２．法政大学懸賞論文に応募しよう！

2． 教員の指示や援助を当てにしない。
　　２－１．必要なことは、自分から聞く。

　　２－２．卒論やゼミ論が書けずに留年する自分の姿を想像しよう！

3． およそのタイムテーブルを考える。

　　３－１．目標（提出日）を定める。
　　３－２．提出日から逆算して、計画的に作業する。
4． テーマを設定する。
　　４－１．タイトル風に表現する。
　　４－２．テーマをしぼり込むためのサブタイトルを付ける。
　　４－３．何を、どこまで、どのような方法で明らかにするのかを文章にしてみる。
　　４－４．実際には、４は仮決定しつつ、５の作業を行う。
　　４－５．５の作業がうまくいかないようであれば、テーマを変更する。
5． 情報を収集する。
　　５－１．先行研究を見つける。
　　５－２．自分のテーマのキーワードを設定する。

　　５－３．以下のものには、必ず当たって情報検索する。
　　　　５－３－１．法政大学図書館のＯＰＡＣ

　　　　５－３－２．ＷＥＢ－ＣＡＴ

　　　　５－３－３．雑誌記事索引

　　５－４．足で稼ぐ

　　５－５．インターネット情報は、信用できるリソース（官庁、研究機関、マスコミ）のみ利用する。
　　５－６．必要があれば、法令（条文）、統計データ等に当たっておく。
6． 情報を整理する。
　　６－１．資料の書誌情報をリストする。
　　　　６－１－１．本の場合は、［著者名、書名、出版社、刊行年］

　　　　６－１－２．共著の場合は、［著者名、章タイトル、編者名、書名、出版社、刊行年］

　　　　６－１－３．論文の場合は、［著者名、論文名、掲載誌名、号数、出版社、刊行年］
　　　　６－１－４．インターネット情報は、［サイト名、http://　　　　］

　　６－２．引用箇所などを書き出しておく。（ページ数を明記）
　　６－３．関連するデータを調べる。

　　６－４．資料ごとに簡単なメモを作る。
　　６－５．資料と資料の関係を考える。
　　　　６－５－１．同趣旨、補強、因果関係、対立・・

　　　　６－５－２．ひそかに自分の意見の位置を考えておくと便利
7． 論文の章立てを構想する。
　　７－１．実際には６の作業と平行して、論文の構成（章立て）を構想する。
　　７－２．目次を見ただけで内容がわかるようにする。

　　７－３．章や節ごとの執筆枚数の見通しを立てる。

　　７－４．定番のフォーマットを利用する。
　　　　７－４－１．［目次・はじめに・第１章・第２章・・おわりに・註・参考文献］
　　　　７－４－２．［問題設定－検証－結論］
8． 論述を練り上げる。
　　８－１．書けるところから書く。
　　８－２．「つかみ」と「おち」を意識する。

　　８－３．註を利用する。

　　８－４．意見には根拠を必ず設ける。

　　８－５．引用を多用しすぎない。

　　８－６．困ったら、箇条書きも。あるいは、「第一に、・・・。第二に、・・・」
9． 点検と仕上げ。
　９－１．一通り、書き上げたら、遂行する。

　９－２．目次を作成し、巻末に参考文献リストを付ける。

　９－３．註の番号、書誌情報、誤字脱字などを特に念入りに点検する。
　９－４．可能であれば、誰かに読んでもらう。
　９－５．ダメだと思っても破り捨てない！
